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日本赤十宇社 埼玉県支部
Japanese Red Cross Soclety

頻発する自然災害

ひとりでも多くの「いのち」を救うために

赤十字活動への
ご協力をお願い
いたします
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私たちが力を入れる2つの災害対策

活動の一例

1
救護力のさらなる強化
いかなる災害にも迅速・的確に任務を遂行するために

地域防災力の向上
自助力・共助力を高めるために

:防災・減災、いのちを救うための知識・技術の普及促進
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訓練、研修を通じて、

救護要員の実践力を向上

全国で約490班、埼

玉県内には10班 の

医療救護班を常備。

災害時には発生場

所を問わず、訓練を

受けた職員が迅速に

駆けつける体制を整

えていま可IЪ
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赤十字防災セミナーや救急法

の講習を通じて、「救われる側」

から「救う側」になれるよう、知識

や技術の普及を進めていきま魂

●自治会・町内会、学校等に向けた防災教育

●傷病者の応急手当ができる救急法有資格者の養成
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:救援物資の配備による地域支援
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県内全市区町村に、災害時の救

援活動に必要な車両や資機材を

配備するほか、被災された方にお配

りする救援物資を備蓄していま
‐
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●避難所の巡回診療
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』 ●安眠セット ●ポータブルトイレなど    ‐
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